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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第１四半期連結
累計期間

第15期
第１四半期連結

累計期間

第14期
連結会計年度

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日

売上高 (千円) 1,340,635 809,441 4,311,816

経常利益 (千円) 128,852 52,099 260,210

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 77,833 35,244 122,398

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 77,833 35,244 122,398

純資産額 (千円) 1,240,751 1,317,920 1,282,190

総資産額 (千円) 3,169,142 3,557,001 3,211,418

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

(円) 11.33 5.13 17.82

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 38.8 36.8 39.7
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び関係会社）が判断

したものであります。

 

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用環境に改善がみられるなど、緩やかな回復基

調で推移いたしました。一方、中国をはじめとする新興国経済の減速や米国の政権交代による政治・経済政策の動

向など、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、中期経営計画のもと、更なる成長に向けて、各事業会社

がそれぞれの特性に合わせた積極的な施策を推進してまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高809,441千円（前年同四半期比39.6％減）となり、営業

利益25,148千円（同81.0％減）、経常利益52,099千円（同59.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益35,244

千円（同54.7％減）となりました。

 
セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（コミュニケーション・セールス事業）

コミュニケーション・セールス事業におきましては、新たな顧客層の取り込みとリピート率の向上を図るため

の施策に取り組むほか、Web・スマホ対応にも注力してまいりました。今後も季節に応じた新商品などを導入して

いく予定であり、積極的なマーケティング活動を行ってまいります。これにより売上高430,245千円（前年同四半

期比10.0％減）、セグメント利益18,161千円（同57.0％減）となりました。

 
（化粧品卸事業）

化粧品卸事業におきましては、古くなった角質を除去するための製品『ナチュラルアクアジェルCure』及び岩

塩を原料とする入浴剤『Cure バスタイム』の販売を行っており、市場でも高い評価を受け、順調に売上を伸ばし

ております。また、これらの商品に加え新商品を開発するためのマーケティング活動を積極的に行ってまいりま

した。これにより売上高124,283千円（前年同四半期比21.1％減）、セグメント利益27,303千円（同54.0％減）と

なりました。

 
（カラーコンタクトレンズ事業）

カラーコンタクトレンズ事業におきましては、これまでの拡販戦略を見直し、与信管理を徹底しております。

また、自社商品の開発を積極的に行い、製造承認に向けた活動に着手してまいりました。これにより売上高

255,020千円（前年同四半期比63.8％減）、セグメント損失30,771千円（前年同四半期は28,263千円のセグメント

利益）となりました。
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（２）財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は3,557,001千円（前連結会計年度末3,211,418千円）、その

内訳は流動資産2,793,962千円、固定資産763,039千円となり、前連結会計年度末に比べ345,583千円増加いたしま

した。これは主に、現金及び預金の増加100,052千円、商品及び製品の増加118,598千円、その他流動資産の増加

151,816千円、売掛金の減少42,450千円、売掛金に係る貸倒引当金の減少29,073千円等によるものであります。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は2,239,081千円（前連結会計年度末1,929,228千円）、その

内訳は流動負債1,284,114千円、固定負債954,967千円となり、前連結会計年度末に比べ309,853千円増加いたしま

した。これは主に、買掛金の増加160,236千円、短期借入金の増加250,000千円等によるものであります。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は1,317,920千円（前連結会計年度末1,282,190千円）とな

り、35,729千円増加いたしました。これは親会社株主に帰属する四半期純利益35,244千円を計上したこと等によ

るものであります。

 
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 6,973,470 6,973,470
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100
株であります。

計 6,973,470 6,973,470 ― ―
 

（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成29年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

当第１四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

 

① 第13回ストック・オプション（平成28年12月28日付与）

決議年月日 平成28年11月11日

新株予約権の数（個） 480（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 48,000（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円） 389（注）２

新株予約権の行使期間 平成30年１月１日～平成35年12月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株
式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　：　389
資本組入額　：　194.5

新株予約権の行使の条件

 ①　平成29年９月期から平成31年９月期の３事業年度のいずれか
の事業年度において、連結営業利益が下記ａからｃに掲げる
水準を満たしている場合に限り、各新株予約権者に割り当て
られた本新株予約権のうち、当該各号に掲げる割合の個数を
限度として、行使することができる。

ａ．営業利益が４億円を超過した場合　行使可能割合： 30％
ｂ．営業利益が６億円を超過した場合　行使可能割合： 75％
ｃ．営業利益が８億円を超過した場合　行使可能割合：100％

 ② その他の条件については、当社と対象者との間で締結する新
株予約権付与契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他の一切の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する
事項

―

 

（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株であります。

ただし、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により目的となる株式数を調整するものと

する。

　調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

２．払込金額は、当社が時価を下回る価額で新株を発行する場合、次の算式により行使価額を調整し、調整によ

る１円未満の端数は切り上げる。

    既発行
株式数

＋
新規発行・処分株式数 × １株当たりの発行・処分価額

調整後
行使価額

＝
調整前
行使価額

×
新規発行前の時価

既発行株式数 ＋ 新規発行・処分株式数
 

なお、払込金額は、株式分割もしくは株式併合の場合、時価を下回る払込価額で自己株式を処分する場合又

は新株予約権もしくは新株予約権を付与された証券を発行する場合等にも適宜調整する。
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② 第14回ストック・オプション（平成28年12月28日付与）

決議年月日 平成28年11月11日

新株予約権の数（個） 520（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 52,000（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円） 377円

新株予約権の行使期間 平成31年１月１日～平成38年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株
式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　：　377
資本組入額　：　188.5

新株予約権の行使の条件
 ①新株予約権者の相続人による、新株予約権の行使は認めない。
 ②その他の条件については、当社と対象者との間で締結する新株

予約権付与契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する
事項

―
 

（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株であります。

ただし、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により目的となる株式数を調整するものと

する。

　調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

２．払込金額は、当社が時価を下回る価額で新株を発行する場合、次の算式により行使価額を調整し、調整によ

る１円未満の端数は切り上げる。

    既発行
株式数

＋
新規発行・処分株式数 × １株当たりの発行・処分価額

調整後
行使価額

＝
調整前
行使価額

×
新規発行前の時価

既発行株式数 ＋ 新規発行・処分株式数
 

なお、払込金額は、株式分割もしくは株式併合の場合、時価を下回る払込価額で自己株式を処分する場合又

は新株予約権もしくは新株予約権を付与された証券を発行する場合等にも適宜調整する。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年10月１日～
平成28年12月31日

－ 6,973,470 － 882,788 － 348,109
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成28年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    105,100 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  6,778,700 67,787 ―

単元未満株式
普通株式     89,670

　
― ―

発行済株式総数 6,973,470 ― ―

総株主の議決権 ― 67,787 ―
 

(注) １.「完全議決権株式(その他)」欄には、証券保管振替機構名義の株式100株（議決権１個）が含まれております。

２.「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式70株及び証券保管振替機構名義の株式50株が含まれておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  平成28年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

㈱フォーシーズホールディングス
福岡市中央区薬院
一丁目１番１号

105,100 ― 105,100 1.51

計 ― 105,100 ― 105,100 1.51
 

　

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年10月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,353,384 1,453,436

  売掛金 699,835 657,384

  商品及び製品 262,677 381,276

  原材料及び貯蔵品 4,292 4,427

  その他 200,103 351,920

  貸倒引当金 △83,557 △54,483

  流動資産合計 2,436,736 2,793,962

 固定資産   

  有形固定資産 26,967 32,517

  無形固定資産   

   のれん 254,428 239,978

   顧客関連資産 403,115 394,538

   その他 53,730 51,664

   無形固定資産合計 711,274 686,181

   投資その他の資産 36,439 44,340

  固定資産合計 774,682 763,039

 資産合計 3,211,418 3,557,001

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 84,247 244,484

  短期借入金 460,000 710,000

  1年内返済予定の長期借入金 135,688 135,052

  リース債務 2,883 3,964

  未払法人税等 99,565 5,759

  賞与引当金 15,561 8,580

  返品調整引当金 994 799

  株主優待引当金 20,834 20,542

  その他 185,011 154,932

  流動負債合計 1,004,785 1,284,114

 固定負債   

  長期借入金 878,673 896,129

  リース債務 2,294 7,663

  資産除去債務 11,657 11,669

  その他 31,816 39,505

  固定負債合計 924,442 954,967

 負債合計 1,929,228 2,239,081

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 882,788 882,788

  資本剰余金 348,112 348,112

  利益剰余金 73,257 108,502

  自己株式 △29,663 △29,705

  株主資本合計 1,274,495 1,309,698

 新株予約権 7,695 8,221

 純資産合計 1,282,190 1,317,920

負債純資産合計 3,211,418 3,557,001
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成27年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 1,340,635 809,441

売上原価 774,820 335,515

売上総利益 565,815 473,926

返品調整引当金戻入額 1,583 994

返品調整引当金繰入額 1,035 799

差引売上総利益 566,363 474,121

販売費及び一般管理費 433,797 448,973

営業利益 132,566 25,148

営業外収益   

 受取利息 12 12

 貸倒引当金戻入額 ― 29,074

 その他 1,414 3,307

 営業外収益合計 1,426 32,393

営業外費用   

 支払利息 4,713 5,259

 その他 427 182

 営業外費用合計 5,140 5,442

経常利益 128,852 52,099

税金等調整前四半期純利益 128,852 52,099

法人税、住民税及び事業税 35,963 3,500

法人税等調整額 15,055 13,354

法人税等合計 51,019 16,855

四半期純利益 77,833 35,244

親会社株主に帰属する四半期純利益 77,833 35,244
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成27年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 77,833 35,244

四半期包括利益 77,833 35,244

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 77,833 35,244

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(追加情報)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間

(自 平成27年10月１日

至 平成27年12月31日)

当第１四半期連結累計期間

(自 平成28年10月１日

至 平成28年12月31日)

減価償却費 13,431千円 13,218千円

のれんの償却額 14,450千円 14,450千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成27年12月31日）

　（単位：千円）

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

コミュニケー
ション・セー
ルス事業

化粧品
卸事業

カラーコンタク
トレンズ事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 478,042 157,356 705,236 1,340,635 － 1,340,635

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ 160 － 160 △160 －

計 478,042 157,517 705,236 1,340,796 △160 1,340,635

セグメント利益 42,241 59,320 28,263 129,826 2,740 132,566
 

 
当第１四半期連結累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成28年12月31日）

　　（単位：千円）

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

コミュニケー
ション・セー
ルス事業

化粧品
卸事業

カラーコンタク
トレンズ事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 430,245 124,175 255,020 809,441 ― 809,441

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― 108 ― 108 △108 ―

計 430,245 124,283 255,020 809,549 △108 809,441

セグメント利益又は損失
（△）

18,161 27,303 △30,771 14,693 10,454 25,148
 

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

報告セグメント計 129,826 14,693

全社収益（注）１ 37,100 62,400

全社費用（注）２ △35,495 △52,735

その他の調整額 1,135 790

四半期連結損益計算書の営業利益 132,566 25,148
 

（注）１．全社収益は、当社におけるグループ会社からの経営指導料であります。
２．全社費用は、当社における持株会社運営に係る費用であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間

(自 平成27年10月１日

至 平成27年12月31日)

当第１四半期連結累計期間

(自 平成28年10月１日

至 平成28年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 11円33銭 5円13銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
77,833 35,244

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
77,833 35,244

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,868 6,868

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額の算定に含

めなかった潜在株式で、前連結会計年度末

から重要な変動があったものの概要

―

平成28年11月11日取締役会決議

第13回ストック・オプション

（普通株式　48,000株）

 
平成28年11月11日取締役会決議

第14回ストック・オプション

（普通株式　52,000株）
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２９年２月１３日

株式会社フォーシーズホールディングス

取締役会 御中

 

有限責任監査法人 トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   野　　澤   　   啓   ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   池   田   　   徹   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

フォーシーズホールディングスの平成２８年１０月１日から平成２９年９月３０日までの連結会計年度の第１四半期連

結会計期間（平成２８年１０月１日から平成２８年１２月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２８年１０

月１日から平成２８年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フォーシーズホールディングス及び連結子会社の平成２

８年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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